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い
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ぱ
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瀬
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得
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め
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五
郎
丸
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上
南
紀
子

兼
題
『
肌は
だ

持も

っ
』

今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ
女性の人権

～性別に関係なく自分らしく、安心して暮らすことができる社会へ～

家庭内での意識改革
　男は仕事、女は家庭といった『固
定的性別役割分担意識』は、女性
に家事や子育て、介護の負担を求
めることになり、女性の社会参画を
困難にします。この意識を助長した
り、性別による機会の不平等をもた
らす慣行は見直していきましょう。

職場での格差を解消
　性別による仕事の割り当てや、
賃金・待遇などの男女間の格差が
今も存在します。個人の優れた能

力や意欲をいかし、あらゆる分野
で女性が活躍できるような社会を
実現するために、就業環境の整備
を進めていきましょう。

地域の方針決定に参画
　自治会・ＰＴＡなど、女性はさ
まざまな地域活動を担っています
が、方針決定過程の場は多くが男
性で占められています。多様な視
点を取り入れるためにも、女性の
声が方針決定に反映されるような
取り組みを進めましょう。
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花
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見
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じ

上
窪
小
絵

　今年のゴールデンウィークも大崎海岸（益
丸）には多くの観光客が潮干狩りに訪れて
いました。天気にも恵まれ、家族でスコッ
プやバケツなどの道具を携え、熱心に砂浜
に隠れているアサリを探していました。
　都城市から訪れた男の子は、「大きな貝が
獲れた」と嬉しそうに話していました。

『なにがみつかるかな？』
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